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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】接合部の数を減らし、専用のプレス機が不要で 
、強度が大きく、建築物に使用するトラスの数を減らす 
ことができる、木質トラスを提供する。
【解決手段】木質トラスは、並列配置した第１下弦材２ 
Ａと第２下弦材２Ｂとの間にラチス材４の下端部を挟み 
、ビス６ａで貫通留めする。上弦材も下弦材と同様に、 
並列配置した第１上弦材と第２上弦材との間にラチス材 
４の上端部を挟み、ビスで貫通留めする。束材５につい 
ても、ラチス材４と同様に、並列配置した第１下弦材２ 
Ａと第２下弦材２Ｂとの間に束材５の下端部を挟んでビ 
スで貫通留めし、２本の第１上弦材と第２上弦材との間 
に束材５の上端部を挟んでビスで貫通留めする。
【選択図】図４

評価書の請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全10頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 弦 材 と 、 上 弦 材 と 、 前 記 上 弦 材 と 下 弦 材 と を 連 結 す る ラ チ ス 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 弦 材 は 、 第 １ 下 弦 材 と 、 前 記 第 １ 下 弦 材 と 並 列 配 置 さ れ た 第 ２ 下 弦 材 と 、 を 備 え  
、
　 前 記 上 弦 材 は 、 第 １ 上 弦 材 と 、 前 記 第 １ 上 弦 材 と 並 列 配 置 さ れ た 第 ２ 上 弦 材 と 、 を 備 え  
、
　 前 記 ラ チ ス 材 は 、 一 端 部 が 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 第  
１ 下 弦 材 か ら 前 記 ラ チ ス 材 の 前 記 一 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦 材 内 に 至 る よ う に 貫 通 留  
め さ れ る と と も に 、 他 端 部 が 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 前  
記 第 １ 上 弦 材 か ら 前 記 ラ チ ス 材 の 前 記 他 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に 至 る よ う に 貫 通  
留 め さ れ 、
　 前 記 下 弦 材 は 、 所 定 長 と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド が 突 き 合 わ さ れ 第 １  
連 結 材 を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と の 間 に 前 記 第 １ 連 結  
材 が 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第 １ 下 弦 材 か ら 前 記 第 １ 連 結 材 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦 材 に 至 る  
よ う に 貫 通 留 め さ れ 、
　 前 記 上 弦 材 は 、 所 定 長 と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド が 突 き 合 わ さ れ 第 ２  
連 結 材 を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と の 間 に 前 記 第 ２ 連 結  
材 が 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第 １ 上 弦 材 か ら 前 記 第 ２ 連 結 材 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に 至 る  
よ う に 貫 通 留 め さ れ て い る 、
木 質 ト ラ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 連 結 材 の 幅 寸 法 は 、 前 記 下 弦 材 と 同 じ 幅 寸 法 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト  
ラ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 連 結 材 の 幅 寸 法 は 、 前 記 上 弦 材 と 同 じ 幅 寸 法 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト  
ラ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ チ ス 材 と 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド で 形 成 さ れ て 前 記 上 弦 材 と 前 記 下 弦 材  
と を 連 結 す る 束 材 を 更 に 備 え 、
　 前 記 束 材 は 、 一 端 部 が 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第  
１ 下 弦 材 か ら 前 記 束 材 の 前 記 一 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦 材 内 に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ  
れ る と と も に 、 他 端 部 が 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 第 １ 上  
弦 材 か ら 前 記 束 材 の 前 記 他 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト ラ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 弦 材 及 び 前 記 上 弦 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の  
エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト ラ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ラ チ ス 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン ジ ニ ア ー  
ド ウ ッ ド で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト ラ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 束 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ  
ッ ド で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 木 質 ト ラ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
 前 記 ラ チ ス 材 、 前 記 第 １ 連 結 材 、 及 び 前 記 第 ２ 連 結 材 は 、 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ
ア ー ド ウ ッ ド で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 木 質 ト ラ ス 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 考 案 は 、 木 造 建 築 に お け る 木 質 ト ラ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 木 造 建 築 に お い て 、 一 平 面 上 に ト ラ ス 形 状 に 並 べ た ツ ー バ イ 材 に 、 ネ イ ル プ レ ー  
ト コ ネ ク タ を 圧 入 す る こ と に よ り 接 合 し た 木 質 ト ラ ス が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 等 ） 。  
ネ イ ル プ レ ー ト コ ネ ク タ は 、 大 型 の 専 用 の プ レ ス 機 が 使 用 さ れ る （ 特 許 文 献 ２ 等 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ９ ５ ３ １ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ２ ０ ４ ３ ２ ９ 号 公 報 、 図 １ 等
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 ツ ー バ イ 材 を 使 用 し た 木 質 ト ラ ス は 、 ツ ー バ イ 材 の 最 長 長 さ が ６ ． １ メ  
ー ト ル 程 度 で あ る た め 、 接 合 部 が 多 く な り 、 使 用 す る ネ イ ル プ レ ー ト コ ネ ク タ も 多 く な る  
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 大 型 ト ラ ッ ク の 積 載 長 の 制 限 に よ る 運 搬 事 情 と し て 、 １ ２ メ ー ト ル 以 上 の ト ラ ス  
を 運 搬 す る こ と が 困 難 で あ る た め 、 ト ラ ス を ２ つ の パ ー ツ に 分 け る 、 若 し く は 、 ２ つ の パ  
ー ツ を 折 り 畳 み 可 能 に 連 結 す る 等 の 必 要 が あ り 、 建 築 現 場 で 専 用 の プ レ ス 機 を 使 用 し て 接  
合 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 ツ ー バ イ 材 で 構 成 し た ト ラ ス は 、 ト ラ ス 一 本 当 た り の 強 度 に 限 界 が あ り 、 必 要 強  
度 を 得 る た め に 配 置 す る 本 数 が 多 く 、 ト ラ ス の 厚 み と な る ツ ー バ イ 材 の 厚 み （ ３ ８ ｍ ｍ ）  
が 薄 い た め 、 補 剛 材 も 多 く 必 要 と す る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 接 合 部 の 数 を 減 ら し 、 専 用 の プ レ ス 機 が 不 要 で 、 強 度 が 大 き く 、 建  
築 物 に 使 用 す る ト ラ ス の 数 を 減 ら す こ と が で き る 、 木 質 ト ラ ス を 提 供 す る こ と を 主 た る 目  
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 の 一 態 様 に 係 る 木 質 ト ラ ス は 、
　 下 弦 材 と 、 上 弦 材 と 、 前 記 上 弦 材 と 下 弦 材 と を 連 結 す る ラ チ ス 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 弦 材 は 、 第 １ 下 弦 材 と 、 前 記 第 １ 下 弦 材 と 並 列 配 置 さ れ た 第 ２ 下 弦 材 と 、 を 備 え  
、
　 前 記 上 弦 材 は 、 第 １ 上 弦 材 と 、 前 記 第 １ 上 弦 材 と 並 列 配 置 さ れ た 第 ２ 上 弦 材 と 、 を 備 え  
、
　 前 記 ラ チ ス 材 は 、 一 端 部 が 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 第  
１ 下 弦 材 か ら 前 記 ラ チ ス 材 の 前 記 一 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦 材 内 に 至 る よ う に 貫 通 留  
め さ れ る と と も に 、 他 端 部 が 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 前  
記 第 １ 上 弦 材 か ら 前 記 ラ チ ス 材 の 前 記 他 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に 至 る よ う に 貫 通  
留 め さ れ 、
　 前 記 下 弦 材 は 、 所 定 長 と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド が 突 き 合 わ さ れ 第 １  
連 結 材 を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と の 間 に 前 記 第 １ 連 結  
材 が 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第 １ 下 弦 材 か ら 前 記 第 １ 連 結 材 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦 材 に 至 る  
よ う に 貫 通 留 め さ れ 、
　 前 記 上 弦 材 は 、 所 定 長 と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド が 突 き 合 わ さ れ 第 ２  
連 結 材 を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と の 間 に 前 記 第 ２ 連 結  
材 が 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第 １ 上 弦 材 か ら 前 記 第 ２ 連 結 材 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に 至 る  
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よ う に 貫 通 留 め さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ 連 結 材 の 幅 寸 法 は 、 前 記 下 弦 材 と 同 じ 幅 寸 法 と し 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 連 結 材 の 幅 寸 法 は 、 前 記 上 弦 材 と 同 じ 幅 寸 法 と し 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 ラ チ ス 材 と 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド で 形 成 さ れ て 前 記 上 弦 材 と 前 記 下 弦 材  
と を 連 結 す る 束 材 を 更 に 備 え 、 前 記 束 材 は 、 一 端 部 が 前 記 第 １ 下 弦 材 と 前 記 第 ２ 下 弦 材 と  
の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 前 記 第 １ 下 弦 材 か ら 前 記 束 材 の 前 記 一 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 下 弦  
材 内 に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る と と も に 、 他 端 部 が 前 記 第 １ 上 弦 材 と 前 記 第 ２ 上 弦 材 と  
の 間 に 挟 ま れ て ビ ス が 第 １ 上 弦 材 か ら 前 記 束 材 の 前 記 他 端 部 を 貫 通 し て 前 記 第 ２ 上 弦 材 に  
至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 下 弦 材 及 び 前 記 上 弦 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の  
エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ラ チ ス 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン ジ ニ ア ー  
ド ウ ッ ド と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 束 材 は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ  
ッ ド と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 ラ チ ス 材 、 前 記 第 １ 連 結 材 、 及 び 前 記 第 ２ 連 結 材 は 、 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ
ア ー ド ウ ッ ド で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 使 用 す る 材 を エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と し 、 第 １ 、 第 ２ 上 弦 材 及 び 第 １  
、 第 ２ 下 弦 材 を 其 々 並 列 配 置 し て そ れ ら の 間 に ラ チ ス 材 を 挟 ん で 少 な く と も ３ 列 に 重 ね て  
ビ ス で 貫 通 留 め す る こ と に よ り 、 ビ ス １ 本 あ た り の 強 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。 ビ ス  
で ビ ス 留 め す る た め 、 建 築 現 場 で の 接 合 に お い て 大 型 の 専 用 プ レ ス 機 を 持 ち 込 む 必 要 が な  
く 、 建 築 現 場 で の 作 業 効 率 を 向 上 さ せ 得 る 。 ま た 、 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド を 使 用 す る こ と  
に よ り 、 長 さ を 最 長 １ ２ メ ー ト ル の 材 料 と す る こ と が で き 、 接 合 部 の 数 を 大 幅 に 減 少 さ せ  
る こ と が で き る 。 更 に 、 従 来 の ツ ー バ イ 材 に よ る 木 質 ト ラ ス よ り 高 強 度 の 木 質 ト ラ ス が 得  
ら れ る た め 、 建 物 に 配 設 さ れ る ト ラ ス の 本 数 を 減 ら す こ と が で き 、 建 築 現 場 で の 作 業 効 率  
を 向 上 さ せ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 木 質 ト ラ ス の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 製 造 過 程 を 示 す 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 製 造 過 程 を 示 す 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 製 造 過 程 を 示 す 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 木 質 ト ラ ス の 製 造 過 程 を 示 す 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ の Ｂ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の Ｃ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ の Ｄ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ の Ｅ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 に 係 る 木 質 ト ラ ス の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 に 図 １ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 、 木 質 ト ラ ス １ は 、 下 弦 材 ２ と 上 弦 材 ３ と が ラ チ ス 材 ４ 及 び 束 材  
５ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 下 弦 材 ２ は 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 並 列 配 置  
さ れ た 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と 、 を 備 え る 。 上 弦 材 ３ は 、 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 、 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と  
並 列 配 置 さ れ 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ラ チ ス 材 ４ の 下 端 部 は 、 図 １ 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ８ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 、 第 １ 下 弦  
材 ２ Ａ と 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と の 間 に 挟 ま れ 、 ビ ス ６ ａ が 第 １ 下 弦 材 ２ か ら ラ チ ス 材 ４ の 下 端  
部 を 貫 通 し て 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ 内 に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る （ 図 ５ ） 。 ラ チ ス 材 ４ の 上 端  
部 は 、 図 １ 、 図 ４ 、 図 ７ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 、 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と の 間 に  
挟 ま れ 、 ビ ス ６ ｂ が 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ か ら ラ チ ス 材 ４ の 上 端 部 を 貫 通 し て 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ に  
至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 下 弦 材 ２ は 、 所 定 長 （ ト ラ ス 長 ） と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ２ ａ が 突  
き 合 わ さ れ て 第 １ 連 結 材 ７ を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と  
の 間 に 第 １ 連 結 材 ７ が 挟 ま れ て ビ ス ６ ｃ が 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ か ら 第 １ 連 結 材 ７ を 貫 通 し て 第  
２ 下 弦 材 ２ Ｂ に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る 。 下 弦 材 ２ を 構 成 す る エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ２  
ａ は 、 長 さ 方 向 端 面 （ 突 合 せ 面 ２ ａ １ ） 同 士 が 突 き 合 わ さ れ て い る 。 第 １ 連 結 材 ７ は 、 エ  
ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ２ ａ 、 ２ ａ の 突 合 せ 面 ２ ａ １ を 跨 い で 配 置 さ れ て い る （ 図 ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 弦 材 ３ は 、 所 定 長 （ ト ラ ス 長 ） と な る よ う に 複 数 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ が 突  
き 合 わ さ れ て 第 ２ 連 結 材 ８ を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と  
の 間 に 第 ２ 連 結 材 ８ が 挟 ま れ て ビ ス ６ ｄ 、 ６ ｅ が 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ か ら 第 ２ 連 結 材 ８ を 貫 通  
し て 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 山 形 を し た 木 質 ト ラ ス １ の 中 央 頂 上 部 に お い て 、 上 弦 材 ３ は 、 突 き 合 わ さ れ て 連 結 さ れ  
る ２ 本 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ 、 ３ ａ の う ち の 一 方 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ の 長  
さ 方 向 端 面 が 傾 斜 面 ３ ａ １ （ 図 ７ ） で 形 成 さ れ 、 そ の 傾 斜 面 ３ ａ １ が 、 連 結 さ れ る 他 方 の  
エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ の 下 面 ３ ａ ２ に 突 合 わ さ れ る 。 第 ２ 連 結 材 ８ は 、 傾 斜 面 ３ ｂ １  
１ と 下 面 ３ ｂ ２ ２ と の 突 合 せ 面 を 跨 い で エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ 、 ３ ａ を 連 結 す る 。 第  
２ 連 結 材 ８ は 、 並 列 配 置 さ れ た 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と の 間 に 配 置 さ れ て 、 並  
列 配 置 さ れ た 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ か ら 第 ２ 連 結 材 ８ を 貫 通 さ せ て 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ 内 に 至 る よ う  
に ビ ス ６ ｅ で 留 め て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 弦 材 ３ の 中 央 頂 上 部 以 外 の 部 分 で は 、 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ３ ａ 、 ３ ａ の 長 さ 方 向 端  
面 ３ ａ ３ 同 士 が 突 き 合 わ さ れ 、 第 ２ 連 結 材 ８ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ 連 結 材 ８ は 、  
並 列 配 置 さ れ た 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と の 間 に 配 置 さ れ て 、 ビ ス ６ ｄ が 、 並 列  
配 置 さ れ た 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ か ら 第 ２ 連 結 材 ８ を 貫 通 さ せ て 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ 内 に 至 る よ う に  
貫 通 留 め さ れ て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ラ チ ス 材 ４ 、 第 １ 連 結 材 ７ 、 及 び 第 ２ 連 結 材 ８ は 、 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド で  
形 成 さ れ 得 る 。 そ れ に よ り 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と は 平 行 に 連 結 さ れ 、 第 １  
上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ と は 平 行 に 連 結 さ れ る 。 図 示 し な い が 、 例 え ば 、 ラ チ ス 材 ４  
を ２ 枚 重 ね （ 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ + ３ ８ ｍ ｍ ＝ ７ ６ ｍ ｍ ） に し て 木 質 ト ラ ス １ を 補 強 す る こ と が  
で き 、 こ の 場 合 、 第 １ 連 結 材 ７ 及 び 第 ２ 連 結 材 ８ も 同 様 に ２ 枚 重 ね と さ れ る 。 な お 、 ラ チ  
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ス 材 ４ 、 第 １ 連 結 材 ７ 、 及 び 第 ２ 連 結 材 ８ は 、 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド に 代 え て 、 Ｓ Ｐ Ｆ や  
ホ ワ イ ト ウ ッ ド 等 の ツ ー バ イ 材 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 連 結 材 ７ の 幅 寸 法 は 下 弦 材 ２ の 幅 寸 法 Ｗ １ （ 図 １ 、 図 ８ ） と 同 じ で あ り 、 第 ２ 連 結  
材 ８ の 幅 寸 法 は 上 弦 材 ３ の 幅 寸 法 Ｗ ２ （ 図 １ ） と 同 じ で あ る 。 こ れ ら を 同 じ 幅 寸 法 と す る  
こ と で 、 互 い に 位 置 合 わ せ が 容 易 に な る 。 幅 寸 法 Ｗ １ と 幅 寸 法 Ｗ ２ も 同 じ に す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 弦 材 ３ と 下 弦 材 ２ と を 連 結 す る 束 材 ５ は 、 ラ チ ス 材 ４ と 同 じ 厚 さ の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ  
ッ ド で 形 成 さ れ て い る 。 束 材 ５ の 下 端 部 は 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と の 間 に 挟  
ま れ て ビ ス ６ ｆ が 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ か ら 束 材 ５ の 下 端 部 を 貫 通 し て 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ 内 に 至 る  
よ う に 貫 通 留 め さ れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 束 材 の 上 端 部 は 、 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ  
と の 間 に 挟 ま れ て ビ ス ６ ｇ が 第 １ 上 弦 材 ３ Ａ か ら 束 材 ５ の 上 端 部 を 貫 通 し て 第 ２ 上 弦 材 ３  
Ｂ に 至 る よ う に 貫 通 留 め さ れ る 。 図 示 例 の 下 弦 材 ２ は 、 図 １ の 正 面 図 に お い て 左 右 に 配 置  
さ れ た エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ２ ａ ， ２ ａ の 長 さ が ６ ． ５ ｍ で あ り 、 中 間 に 連 稀 さ れ た エ ン  
ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド ２ ａ の 長 さ が １ ２ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 下 弦 材 ２ 及 び 上 弦 材 ３ は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン ジ ニ  
ア ー ド ウ ッ ド で 形 成 さ れ る 。 そ の よ う な エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と し て 、 例 え ば 、 厚 さ ３ ８  
ｍ ｍ × 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ， 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ３ ０ ２ ｍ ｍ 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ５ ０ ５ ｍ ｍ 、 厚 さ  
３ ８ ｍ ｍ × 幅 ６ ０ ７ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 示 例 の 下 弦 材 ２ と 上 弦 材 ３ は 、  
厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ５ ０ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ラ チ ス 材 ４ 及 び 束 材 ５ は 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ７ ｍ ｍ の エ ン  
ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド で 形 成 さ れ る 。 そ の よ う な エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と し て 、 例 え ば 、 厚 さ  
３ ８ ｍ ｍ × 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ３ ０ ２ ｍ ｍ 、 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ５ ０ ５ ｍ ｍ 、  
厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ６ ０ ７ ｍ ｍ の も の を 用 い る こ と が で き る 。 図 示 例 で は 、 ラ チ ス 材 ４ は 厚  
さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ５ ０ ５ ｍ ｍ で あ り 、 束 材 ５ は 厚 さ ３ ８ ｍ ｍ × 幅 ２ ３ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と し て は 、 構 造 用 Ｌ Ｖ Ｌ （ L a m i n a t e d  V e n e e r  L u m b e r ） が  
好 適 に 用 い ら れ る が 、 Ｐ Ｓ Ｌ 、 構 造 用 集 成 材 等 の 他 の エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド を 用 い る こ と  
も で き る 。 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド は 、 ト ラ ス 梁 に 発 生 す る 応 力 に 応 じ て 、 適 宜 寸 法 の も の  
が 使 用 さ れ る 。 ま た 、 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド は 、 ト ラ ス 梁 に 発 生 す る 応 力 に 応 じ て 、 適 宜  
の 曲 げ ヤ ン グ 係 数 の も の が 用 い ら れ る 。 図 示 例 で は 、 下 弦 材 ２ ， 上 弦 材 ３ 、 及 び ラ チ ス 材  
４ は 、 曲 げ ヤ ン グ 係 数 が １ ４ ０ Ｅ の 構 造 用 Ｌ Ｖ Ｌ を 使 用 し て お り 、 束 材 ５ は 曲 げ ヤ ン グ 係  
数 が １ ０ ０ Ｅ の 構 造 用 Ｌ Ｖ Ｌ を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ビ ス ６ ａ ～ ６ ｇ の 留 め 付 け 間 隔 及 び 強 度 は 、 木 質 構 造 設 計 規 準 （ 日 本 建 築 学 会 ） 等 の 所  
定 の 基 準 に 準 じ て 決 定 さ れ る 。 図 示 例 で は 、 長 さ １ １ ０ ｍ ｍ の ビ ス を 、 使 用 す る エ ン ジ ニ  
ア ー ド ウ ッ ド の 軸 方 向 （ 長 さ 方 向 ） に ６ ０ ｍ ｍ 間 隔 、 軸 直 角 方 向 に ４ ０ ｍ ｍ 間 隔 と し 、 図  
１ の Ｃ 部 分 に は ６ １ ４ 本 の ビ ス を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る 木 質 ト ラ ス １ に よ れ ば 、 使 用 す る 材 を エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド と し 、 第  
１ 上 弦 材 ３ Ａ と 第 ２ 上 弦 材 ３ Ｂ を 並 列 配 置 し 、 第 １ 下 弦 材 ２ Ａ と 第 ２ 下 弦 材 ２ Ｂ と を 並 列  
配 置 し て 、 そ れ ら の 並 列 間 に ラ チ ス 材 ４ の 端 部 を 挟 み ３ 列 に 重 ね て ビ ス ６ ａ 、 ６ ｂ で 貫 通  
留 め す る こ と に よ り 、 ビ ス １ 本 あ た り の 強 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ビ ス ６ ａ 、 ６ ｂ で ビ ス 留 め す る た め 、 建 築 現 場 で の 接 合 に お い て 大 型 の 専 用 プ レ ス 機 を  
持 ち 込 む 必 要 が な く 、 建 築 現 場 で の 作 業 効 率 を 向 上 さ せ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 ま た 、 エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド を 使 用 す る こ と に よ り 、 長 さ を 最 長 １ ２ メ ー ト ル の 材 料 と  
す る こ と が で き 、 接 合 部 の 数 を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 更 に 、 従 来 の ツ ー バ イ 材 に よ る 木 質 ト ラ ス よ り 高 強 度 の 木 質 ト ラ ス １ が 得 ら れ る た め 、  
建 物 に 配 設 さ れ る ト ラ ス の 本 数 を 減 ら す こ と が で き 、 建 築 現 場 で の 作 業 効 率 を 向 上 さ せ 得  
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 解 釈 さ れ ず 、 本 考 案 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、  
種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 上 弦 材 、 下 弦 材 を 構 成 す る エ ン ジ ニ ア ー ド ウ ッ ド の 突  
合 せ 面 の 態 様 は 適 宜 変 更 で き る 。 ま た 、 束 材 ５ を 使 用 せ ず に ラ チ ス 材 ４ の み に よ っ て 木 質  
ト ラ ス を 構 成 す る こ と も で き る 。 ま た 、 ト ラ ス 構 成 に つ い て も 、 上 記 実 施 形 態 に 限 ら ず 、  
キ ン グ ポ ス ト ト ラ ス 、 ハ ウ ト ラ ス 、 プ ラ ッ ト ト ラ ス 、 ワ ー レ ン ト ラ ス 、 Ｋ ト ラ ス 等 の 種 々  
の 平 面 ト ラ ス に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１   木 質 ト ラ ス
２   下 弦 材
２ Ａ   第 １ 下 弦 材
２ Ｂ   第 ２ 下 弦 材
３   上 弦 材
３ Ａ   第 １ 上 弦 材
３ Ｂ   第 ２ 上 弦 材
４   ラ チ ス 材
５   束 材
６ ａ ～ ６ ｇ   ビ ス
７   第 １ 連 結 材
８   第 ２ 連 結 材



10

20

30

40

50

JP 3247373 U 2024.6.28(8)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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